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志布志市・大崎町における一般廃棄物のリサイクルについて
八木　正＊
はじめに
日本の一般廃棄物のリサイクル率は，平成23（2011）年度現在20.4% である。もともともやせるごみ，
もやせないごみの区別しかなく，平成のはじめには５% にも達しなかった日本の一般廃棄物のリサイク
ル率は，その後着実に上昇し，平成19（2007）年度には20.3% と20% を超えたが，その後20% をようやく
こえたあたりで足踏みしている。平成９（1997）年度からはじまった容器包装リサイクル法をはじめとす
るリサイクル法体系をもとにした日本のリサイクル行政は，それ以前から少しずつ改善されてきた一般廃
棄物のリサイクル率をさらに10年間，押し上げるのに貢献してきたとみることができる。しかし現在は，
一般廃棄物の総排出量が傾向的に減少しているとはいえ，リサイクル率という指標でみると，一つの限界
にきているということがいえよう。（図１）
こうした中，ここ数年，日本の一般廃棄物リサイクル率で全国１，２位を独占し続けている市町村が鹿
児島県にある。鹿児島県大崎町と志布志市である。このうち大崎町は，環境省が調査を実施している各市
町村の一般廃棄物リサイクル率において，平成24（2012）年度79.2% であり，全国市町村で７年連続日本
一となった。隣の志布志市も同74.9% で，全国市町村で２位，「市」という基礎自治体としては，８年連
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図１　日本の一般廃棄物のリサイクル率の推移
出所：環境省「日本の廃棄物処理」各年度版
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続日本一となっている1。
志布志市・大崎町はどうしてこれほど高いリサイクル率を続けているのか，その秘訣について探ってい
くこととする。
１．志布志市・大崎町の分別収集・リサイクルの開始まで
志布志市・大崎町は，鹿児島県本土の東南部，大隅半島の付け根に位置し，太平洋・志布志湾に面して
おり，志布志市は東側を宮崎県と県境を接している。また，大崎町はその西側に位置している。温暖な気
候と美しい自然に恵まれ，７km にも及ぶ海岸線一帯は日南海岸国定公園に指定され，日本白砂青松百選
にも選定された。
志布志市は，旧志布志町，旧有明町，旧松山町の三町が，平成18（2006）年１月に合併して誕生した市
であり，志布志市に該当する地域の人口は，1970年ごろには４万人をこえていたが，次第に減少して，現
在は人口約33,000人である。また，1970年ごろ人口18,000人をこえていた大崎町も現在は約14,000人であ
る。基幹産業は，農業・漁業とその加工品製造，早期水稲をはじめ，サツマイモ・ハウスみかん・黒毛和
牛・ちりめん・焼酎など，多様な農作物や加工品が生産されている。
かつて1970年代に，志布志湾は石油貯蔵基地や造船，機械など重厚長大型の工業地帯を形成するという
鹿児島県の「新大隅開発計画」に揺れたが，反対運動などのもとに計画は挫折，その計画で立地された施
設は大崎町の南側に位置する東串良町にある国家石油備蓄基地だけであり，志布志市・大崎町とも，現在
は美しい海岸などによる観光に力を入れている。
さて，この志布志市・大崎町が，どのようにしてリサイクル率をあげてきたのか。一般廃棄物処理・リ
サイクル行政をめぐる動きを，時系列的に順を追ってみていこう。
（1）曽於南部厚生事務組合の結成と清掃センターの建設
これらの町はいずれも曽於（そお）郡に所属していたが，このうち現在，志布志市を構成している旧志
布志町，旧有明町と大崎町とは，当初から焼却施設を持たず，すべてのごみを埋め立てていた。ごみを埋
め立ていたのは，山あいの窪地（現地の言葉で「ほげ」）だった。当時は，生活の変化にともない，一般
廃棄物（以下，ごみ）の増加による埋立処分場の残余年数が問題となり，ごみ減量のために焼却施設をつ
くり，ごみを焼却して中間処理をしたあと，焼却灰を最終処分場に埋め立てることが全国では一般的で
あったが，曽於郡の三町は，この最終処分場にまだ余裕があり，そのまま焼却施設をつくらずにきた。
とはいえ，環境問題への関心の高まりのもとで，山あいの窪地にそのまま捨てることを続けるわけには
いかなくなり，平成２（1990）年に当時の志布志町，有明町，それに大崎町の三町は，曽於南部厚生事務
組合を結成し，埋立容量72万 m3の管理型最終処分場（清掃センター）を有明町野神の沢津ヶ峰に建設し，
この清掃センターへの埋立処分を開始した。
1990年代に入ると，NHK のごみ焼却場からのダイオキシン発生に関する報道を契機に，一気にダイオ
キシン問題が社会をにぎわすようになる。廃棄物行政を担当していた厚生省，さらに省庁再編後それを引
き継いだ環境省は，このダイオキシン問題への対応として，ダイオキシン類の出やすい小型焼却炉などを
停止・廃棄する一方，大型の850℃以上で燃やし続ける高温の全連続炉を建設するということを方針化し
た。日本のほとんどの市町村は，国のこの方針に従って，大型の最新型全連続炉などを建設する方向で対
応した。しかし，三町は財政的余裕もなかったこともあり，高額となる大型焼却施設をつくらなかった。
1  参考文献・ウェブサイト1, 5参照
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これは，現時点で見ると，焼却にともなう問題を防ぐとともに，分別収集・リサイクルの徹底を促進する
ことになるもので，行政判断としては大正解といえるものだった2。
（2）分別収集とリサイクル（再資源化）の開始
清掃センターは当初，分別をせずに収集したごみをそのまま埋め立てていた。しかし，ダイオキシン問
題を契機として，各家庭などに設置されていた小型焼却炉を閉鎖したため，埋立ごみが急増，このまます
べてのごみの埋め立てを続けていくと，72万 m3の埋立容量からして，平成16年度には満杯になってしま
うと試算された。新たな施設の建設をするには莫大な費用がかかるうえ，施設を建設する場所も探さなけ
ればならない。平成10（1998）年度，清掃センターが数年後に満杯となるという問題があらためてつきつ
けられ，この清掃センターをより長く使えるようにするためにはどうすればよいか，関係者で協議を重ね
た。その結果，清掃センターに埋め立てるごみの量を減らすための取り組みが開始された。
おりしも全国的には，平成７（1995）年に容器包装リサイクル法が成立，一部実施に引き続き，平成９
（1997）年から本格実施がはじまっていた。これに合わせて，平成10（1998）年９月から，まず分別収集
と指定袋の導入を行い，平成11（1999）年には民間施設である「そおリサイクルセンター」が完成した。
志布志町，有明町，それに大崎町の三町は，この施設を利用することを前提に，平成12（2000）年から本
格的にごみの分別収集を行うこととなり，リサイクル（資源化）に取り組みはじめた3。
この取り組みの実際について，志布志市と大崎町それぞれを順に見ていこう。
２．志布志市における分別収集・リサイクルの取り組み
（1）ごみ袋への名前の記入と志布志市衛生自治会の組織による共同分別収集
志布志市では，ごみの分別収集において，資源回収を確実に行うため，「自分の出したごみに責任を持
つ」ということで，まずごみ袋に名前を書いてもらうことにした。
さらに，平成18（2006）年の志布志市の誕生と同時に組織されたのが，志布志市衛生自治会である。確
実なごみ出しのために，志布志市廃棄物処理基本計画の中で「市民の責務」として位置づけ，市民がみん
なで協力しあい，「自分たちの地域は自分たちで守る」という姿勢をベースに，各ごみステーションの管
理，運営を行うものである。決められたごみステーション・収集日・時間にごみ出しを行い，ごみステー
ションでは，共同分別収集に参加し，協力員の分別指導や各単位衛生自治会，ごみステーションのルール
を厳守して収集に協力することになっている。（図２）
（2）生ごみの分別収集の開始と堆肥化
旧志布志町，旧有明町では，資源ごみの分別収集をはじめたあとも，しばらく生ごみについては，一般
ごみと分別せずに排出，清掃センターに直接埋め立ててきた。しかし，「生ごみだけを分別したら資源（堆
肥）になる」とのことから，平成16（2004）年度から生ごみの分別収集・堆肥化をはじめた。（図３）
すでに述べたように，平成18（2006）年，旧志布志町，旧有明町は，旧松山町と合併し，志布志市となっ
た。旧松山町は，曽於地方の別の清掃組合に所属していたが，この合併を機会に曽於南部清掃組合に加入，
他の三町と足並みを揃えて分別収集，リサイクルに取り組むこととなった。生ごみの分別収集も合併した
平成18（2006）年より開始した。
ストックヤードで生ごみが「堆肥」へと再資源化されること（図４）により，環境への負荷の少ない循
2  参考文献・ウェブサイト2, 3, 4参照
3  参考文献・ウェブサイト6, 7, 8参照
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環型社会の構築，埋立処分場の一層の延命化，資源をムダにしない市民意識の高揚も図られるようになっ
た。こうして作られた堆肥は循環型社会構築の意味もあり，「おかえり循ちゃん」（以下，「循ちゃん堆肥」）
と名付けられた。この「循ちゃん堆肥」は各学校や公民館などに無料配布あるいは市販され，幅広く市民
に利用されている。また，学校給食に食材を納めている農家も利用しているため，子どもたちへの食育に
も役立っている。このことは，「生ごみ」→「循ちゃん堆肥」→「野菜・穀物」→「食卓」で構築された
循環システムにより，地産地消・食の安全・有機農業とのリンクを行いながら，地域内循環を確立するこ
とで，市民の環境問題に対する意識向上及び循環型社会形成のアピールにつなげられている。
（3）「サンサンひまわりプラン」
志布志市では，平成16年度から循環していくシステムを構築するために「生ごみからひまわり油をつく
り，体の中から健康に」をキャッチフレーズとし，“サンサンひまわりプラン”事業に取り組んでいる。
この事業では，市民に健康な生活を送ってもらうために，希望する世帯に種を配布し，作付けをしてもら
図２　志布志市のごみステーションにおける資源物の分別収集
出所：志布志市ホームページ
図３　生ごみの分別収集
出所：志布志市ホームページ
図４　生ごみ堆肥化センター
出所：志布志市ホームページ
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い，できたひまわりの種子を収穫し搾油を行い，“ひまわり油”を作り販売している。
ひまわりは，志布志市の「市花」でもあり，風に弱く生産性も低い植物だが，太陽に向かってすくすく
と伸び，そして大輪の花を咲かせる。この“サンサンひまわりプラン”には志布志市の未来もそうあって
ほしいという願いが込められている。
（4）志布志市の分別収集の概要
現在，志布志市の分別収集は，大きく４つにまとめられる。
①資源ごみ
資源ごみは，現在24品目に分別され，平成12年度から月１回収集されている。各世帯はそれぞれのごみ
ステーションに排出するが，ごみステーションは市内に約500ヵ所ある。また，個人等の都合で各衛生自
治会に加入できない世帯や居住する家屋が狭い世帯のために，第１・３土曜日午前中，市営駐車場におい
ても収集している。収集後は中間処理した後，リサイクルされている。
②生ごみ
生ごみは，平成16年度から週３回収集している。各世帯はそれぞれのごみステーションに排出している
が，このごみステーションは市内に約600ヵ所ある。
収集の基本は，「第１に自分で処理を，できない人は生ごみだけを分別し水を切って出す」こととして
いる。収集後は，草木と混ぜ合わせ「循ちゃん堆肥」を製造している。
③一般ごみ
一般ごみは，週１回収集している。各世帯はそれぞれのごみステーションに排出しているが，一般ごみ
のごみステーションも市内約600ヵ所にある。収集後は，清掃センターに直接埋め立てをしているが，今
後もこのごみをいかに減らしていくかが課題となっている。
④粗大ごみ
粗大ごみについては，旧町単位で出し方が違っていたが，粗大ごみ収集場所の景観・安全性をはかると
ともに，できるだけリユースを促し，またリユースできないものも新型固形燃料（RPF4）化することによ
り，埋立ごみを減量化する。さらに，出したごみに責任を持つといった観点から，平成19年７月から戸別
収集をしている。
平成12（2000）年に19品目の分別，平成16（2004）年度から生ごみの分別収集・堆肥化，平成23（2011）
年度からは小型家電を加えるなどにより，現在では27品目に分別し，ごみの資源化に努めてきている（図
５）が，こうした分別収集の実施により高いリサイクル率を誇るとともに，埋立ごみを激減させてきた。
（図６）
4  RPFとは，Refuse Paper & Plastic Fuelの略称で，発生履歴が明らかな産業廃棄物や選別された一般廃棄物を原料として使用し，
①品質が安全，②熱量のコントロールが可能，③高カロリー，④ハンドリング性が良い，⑤ボイラー等燃焼炉における排ガス対
策が容易，⑥他燃料に比較して経済性がある，⑦環境にやさしい，等の特徴があり，RDF（Refused Derived Fuel）とは一線を
画する。参考文献・ウェブサイト10参照。
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図５　志布志市作成の「家庭ごみの正しい分け方と正しい出し方」
出所：志布志市ホームページ
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図６　志布志市のごみの推移
出所：志布志市ホームページ
（5）仕分けされた「ごみ」処理コストとリサイクル等による収入
ごみは，処理するために費用がかかる。一般ごみは清掃センターに埋立処分しているが，埋め立てにか
かる費用は市が負担している。また，生ごみは草木と混合し，堆肥化処理を行っている。この堆肥化処理
にかかる費用も市が負担している。ほかにも，有害ごみ・不法投棄処分料や RPF 処理業務委託，日本容
器包装リサイクル協会負担金などもあわせると，平成23年度決算において，こうしたごみ処理にかかった
コストは合計２億7287万円になる。（表１）
一方，プラスチックやペットボトル，缶，新聞紙などの資源ごみのほとんどはリサイクル業者などに売
却され，その売却益は市の収益となっている。分別・洗浄が徹底された資源ごみは，資源物としての価値
が高く，高値で売却される。市民の協力により，志布志市の資源ごみは，他の自治体から排出される資源
ごみと比べると「きれい」で「異物が少ない」と言われ，比較的高値で取引されている。
平成25年度の資源ごみ売却益は1367万円で，売却益の一部の約700万円が市衛生自治会から各単位衛生
自治会への「分別報奨金」として，市民に還元された。その他，指定ごみ袋・エコ商品販売，ペットボト
ル有償入札拠出金，再商品化合理化拠出金などが，市の収入となっている。これらの収入額を合計すると，
4027万円となる。（表２）
ごみ処理にかかったコストを合計して志布志市の平成23年末の人口33,603人で割ると，一人当たり8,120
円になる。次にゴミ処理コストからごみ処理関係の収入を差し引いて計算すると，一人6,922円になる。
環境省発表（平成22年度実績）の資源ごみのごみ処理関係経費は一人当たり14,400円となるので，全国平
均の半分弱のコストでごみ処理を行っている計算になる。分別収集の徹底やリサイクル等により，コスト
面でも成果が出ているといえよう。
（6）多様な取り組み
その他にも，志布志市では，多様な取り組みが行われている。
①お帰りなさい牛乳パック君
市衛生自治会では，平成18年４月から学校給食等で排出される牛乳パックを児童・生徒自らが洗浄，乾
燥，収集し，トイレットペーパーとしての再資源化を図っている。そしてこのトイレットペーパーを各学
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校に配布し，リサイクルの大切さを学んでもらっている。
このトイレットペーパーには，次のように書かれている。
『このトイレットペーパーは，皆さんが出してくれた牛乳パックから作られたものです。分別したらみ
んな資源になり，そしてまた利用されるものに変身して帰ってきます。これも一つの循環ですよね。
これからも面倒くさいことをお願いしますが，ご協力ください。
このように分別したりものを大切にする心が，人を大切にする心につながっていくことだと思います。』
②天ぷら油が自動車の燃料に変身！
家庭から排出される天ぷら油は，分別収集し軽油代替燃料（BDF）を精製している。この軽油代替燃
料は，市内でごみの収集を行う自動車の燃料として再利用されている。平成20年度には約20トンの天ぷら
油が収集された。
また，天ぷら油の一部は“サンサンひまわりプラン”からできたひまわり油と混合させ，「ひまわり石
けん」を作り，多くの市民に還元されている。
③掘り出し物市の開催
粗大ごみは，従来埋立処分されていたが，平成19年７月から，戸別回収するようになった。それからは，
粗大ゴミとして出されたものでも，再使用できるものは再使用され，再資源化できる部分はリサイクルさ
れている。そして，再使用できるものを集めて，毎月第２月曜日に掘り出し物市が開催されている。
④環境学習少年団「海と大地」
市衛生自治会では，小学校４年生から６年生までの児童を対象に，環境問題について学習し，活動する
表１　志布志市におけるごみ処理コスト
（平成23年度決算）
単位：万円
主な内訳 金額
資源ごみ分別報奨金 699
環境パトロール経費 456
曽於南部厚生事務組合負担金（清掃センター） 4,967
有害ごみ・不法投棄処分料 278
ごみ収集運搬業務 10,146
資源ごみ中間処理業務委託 5,458
生ごみ・草木処理（堆肥化） 4,926
RPF 処理業務委託 304
日本容器包装リサイクル協会負担金 49
合　計 27,287
注：内訳は概数であり，合計額は内訳をたした金額と一致しない。
出所：志布志市説明資料
表２　志布志市のごみ処理関係の収入
（平成23年度決算）
単位：万円
主な内訳 金額
資源売り払い金等 1,367
指定ごみ袋・エコ商品販売 1,639
ペットボトル有償入札拠出金 86
再商品化合理化拠出金 933
合　計 4,027
注：内訳は概数であり，合計額は内訳をたした金額と一致しない。
出所：志布志市説明資料
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子どもを育成することを目的として，環境学習少年団「海と大地」を結成し，活動している。とくに，地
球規模の環境を学ぶために，滋賀県琵琶湖の水質保全の取組学習，星空観察，湧水の学習会，ひまわり作
付活動及びエコ活動の実践などを行っている。
平成21年度には，市内の小学生21名が参加してこれらの学習活動を行い，環境意識の向上や積極的に環
境問題に取り組む児童の育成が図られた。
⑤我が家から始めようエコライフ55運動
志布志市では，「使っていない部屋の電気は消す」「買い物にはマイバッグを持っていく」「エアコンの
設定温度は省エネ温度にする」など55項目のうち，５項目以上を選び，３か月間実践，記録し達成した家
族を「環境家族」として認定している。現在1,250家族以上の市民が取り組んでいる。
その55項目は次のとおりである。
《エネルギーを上手に使おう》
１　テレビやビデオは，見ていないときはコンセントを抜く。
２　エアコンの温度設定は省エネ温度にする（夏は28℃以上，冬は20℃以下。）
３　冷暖房効果を高めるため，すだれ，カーテン，ブラインド等を上手に利用する。
４　冷暖房器はこまめに掃除し，効率をよくする。
５　冷蔵庫の中は詰め込み過ぎないようにし，冷気の循環に注意する。
６　使っていない部屋の電気は消す。
７　近所へ出かけるときは，健康のためにも徒歩や自転車で行く。
８　車やバイクの急発進，急加速はしない。
９　アイドリングストップに心掛ける。
10　クールビズ，ウォームビズに心掛ける。
11　掃除機をかける前には，まず部屋を片付ける。
12　掃除機に頼らず，ほうきを使う。
13　お風呂は続けて入るようにして，燃料節減に努める。
14　鍋やヤカンの底の水を拭いてから火にかける。
15　電気ポットは，一晩中コンセントを入れておかない。
16　省エネ型の家電製品を使用する。
《資源を節減し，ごみを減らそう》
17　買い物には，マイバックを持って行く。
18　余分な包装は，お店の人が包装し始める前に断る。
19　シャンプーや洗剤は，つめかえ用商品を選ぶ。
20　エコクッキング（ごみを出さない調理法）に心掛け，食べ残しを減らす。
21　生ごみを出す時は水切りをきちんとする。
22　資源ごみは，決められたとおり分別して，指定の収集日に出す。
23　生ごみ処理機などを利用して，生ごみを減らす。
24　物は大切に，長く使うように心掛ける。
25　計画的な買い物を心掛け，不要な物は買わないように努める。
26　食品の保存やレンジ調理には，ふたつき容器を使用する。
27　リサイクルしやすい商品の購入に努め，使い捨て製品などの購入を控える。
28　不用品はフリーマーケットやバザーなどを活用して再利用する。
29　着られなくなったものはリフォームする。
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30　旅行先でのごみは持ち帰る。
《水を汚さず，うまく使おう》
31　お風呂の残り湯は，掃除や洗濯などへ有効に利用する。
32　湯船には，あふれるほど水をいれない。
33　シャワーは，出しっ放しにしない。
34　石鹸やシャンプーは，環境にやさしいものを使う（エコ石鹸）。
35　環境にやさしい洗剤を表示された標準使用量のとおり使う。
36　油や調理くずは流さない。
37　食器やフライパン・鍋などの汚れは，不用な布や紙などを利用し，拭き取ってから洗う。
38　洗濯は，量をまとめて行い，回数を減らすようにする。
39　野菜や食器を洗うときは，水道をとめて「ため洗い」にする。
40　洗顔や歯磨きのときは，水を出しっ放しにしない。
41　水は，こまめに止める。
42　水漏れは，すぐに修理する。
43　水道の蛇口を全開しない。
《豊かな自然環境を守ろう》
44　自然観察会に参加し，自然生態系への理解を深める。
45　グリーン購入やグリーンコンシューマを積極的に行う。
46　有機肥料の利用に心掛ける。
47　環境家計簿をつける。
48　ごみの分別は，家族みんなで協力する。
49　ごみのポイ捨てはしない。
50　庭や生垣などに花や木を植え，家の周りの美化活動を行う。
51　犬のふんは持ち帰る。
52　太陽光発電を利用する。
53　自然保護活動を行なう。
54　場所を決めて，不法投棄のパトロールをする。
55　マイロードクリーン大作戦に参加する。  
（マイロードクリーン大作戦とは，道路などのある区間を決めて，ボランティアで，その区
間のごみ拾いなどをすること）
（7）海外への志布志モデルの普及
こうした成果を受けて，志布志市では，平成23（2011）年度から，草の根技術協力事業（地域提案型）
「フィジーを中心とした大洋州における志布志市ごみ分別モデルの推進」が実施されている。
この取り組みが開始される経緯は，表３のとおりである。中央環境審議会で「志布志市の環境政策」が
報告されたあと，JICA が志布志市での取り組みを知り，海外に紹介，フィジーの廃棄物減量化・資源化
促進プロジェクトとして立ち上がり，交流が始まる。その後の交流が深まる中で，正式に平成22（2010）
年12月に，事業名：「フィジー国を中心とした大洋州における志布志モデルの推進」が採択され，2011年
度より，これが動き出している。焼却をせず，徹底的に分別収集・リサイクル化を図る志布志モデルは，
焼却施設を持たない国々にとって，最適なモデルとなるだろう。
この間，急激に消費文明化が進み，ごみの量だけでなく，ごみの質の変化も激しく，対応に苦慮してい
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る途上国も多い。正式なプロジェクトが始まったフィジーなどの南太平洋の諸国だけでなく，ブータンか
らも志布志市に協力の要請があった。残念ながら，小さな都市で担当できる職員も限られており，二つの
プロジェクトを同時に並行して責任をもって進めることはできないということで，ブータンからの要請は
断ったということだが，今後，国際的に「志布志モデル」を必要とする国はますます増えるであろう5。
表３　志布志市とフィジーとの国際交流の経緯
2007年8月28日 中央環境審議会「志布志市の環境政策」発表
2007年10月25日～26日 国際協力機構（JICA）来市
2008年10月14日 委嘱：フィジー国廃棄物減量化・資源化促進
プロジェクト国内支援委員会委員
2008年11月8日～15日 運営指導調査に同行「一期一会」
2009年11月24日～26日 カウンターパート職員来市
2010年5月28日～6月6日 中間評価調査に同行「国づくりは人づくり」
2010年9月6日～9日 カウンターパート職員来市
2010年1月 草の根技術協力事業（地域提案型）に応募
2010年12月 事業名：「フィジー国を中心とした大洋州における
志布志モデルの推進」採択
2011年7月5日 キックオフミーティング
出所：資料「第３弾　志布志モデル海を渡る！！」（志布志市ホームページ）
３．大崎町における分別収集・リサイクルの取り組み
（1）	大崎町の資源ごみ分別収集の徹底とリサイクル率日本一
志布志市と同じ曽於南部厚生事務組合に所属する大崎町も，志布志市の取り組みとほぼ歩調を合わせて
進んできた。大崎町の東靖弘町長によれば，その中でもとりわけ存在感を発揮したのは，住民組織である
衛生自治会だった。町内全ての収集場ごとに地域のリーダーである環境衛生協力員が配置され，ごみス
テーションでの立ち会いなど，率先した行動が周囲との信頼関係を築き上げてきた。
さらに，廃棄物の再利用を推進していくうえで重要な役割を果たしたのが，資源ごみ回収等の業務を請
け負う民間企業の「そおリサイクルセンター」であり，こうした住民・企業・行政の連携が今の環境政策
の礎を築くことになったと東町長は述べている。
その経緯をまとめると，まず平成10（1998）年に缶・ビン・PET ボトルの分別収集を開始，指定袋も
導入，平成11（1999）年にできた「そおリサイクルセンター」を供用して，リサイクル化を図ってきた。
さらに平成12（2000）年に，資源ごみ16品目分別収集，翌年には菜の花プロジェクトに着手，生ごみモデ
ル地区回収を開始，資源ごみに雑金属などを追加（24品目）した。平成14（2002）年，資源ごみに生ごみ
分別と割り箸を追加（27品目），平成16（2004）年，有機物の埋立処分を全面禁止，平成17（2005）年，
資源ごみに陶器類を追加（28品目）するなどの施策を行ってきた6。（図７）
その結果，平成18（2006）年における環境省「一般廃棄物処理事業実態調査」において全国一となり，
それ以来平成24（2012）年度分まで，７年連続リサイクル率全国第１位を続けている。（表４）
また，埋立処分量を見ると，平成10年度から次々に打たれた分別収集，リサイクル化が効果を発揮し，
埋立処分量が激減していった。そして，平成14年度には1000トンをきるまでになり，その後も漸減し，当
初の約80％の減少となってている。（図８）
5  参考文献・ウェブサイト6参照
6  なお，現在は27品目の分別となっている。
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図７　大崎町作成の「家庭ごみの正しい分け方と正しい出し方」
出所：大崎町ホームページ
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表４　大崎町ごみ・リサイクル行政年表
平成10年（1999年） ・資源ごみの３品目分別収集開始（缶・ビン・PET）
平成11年（2000年） ・そおリサイクルセンター完成（民間施設）
平成12年（2001年） ・資源ごみ16品目分別収集を開始
平成13年（2002年） ・菜の花エコプロジェクト着手
・生ごみモデル地区回収を開始
・資源ごみに雑金属などを追加（24品目分別収集）
平成14年（2003年） ・資源ごみに生ごみ分別と割り箸を追加（27品目分別収集）
平成16年（2005年） ・有機物の埋立処分を全面禁止
平成17年（2006年） ・資源ごみに陶器類を追加（28品目分別収集）
平成19年（2007年） ・環境省『一般廃棄物処理事業実態調査』
　全国第１位（18年度分）リサイクル率80%
・環境省『一村・一品知恵の環づくり』事業
　全国大会特別賞『地域循環賞』受賞
平成20年（2008年） ・容器包装３Ｒ推進環境大臣賞受賞
・環境省『一般廃棄物処理事業実態調査』
　２年連続（全国第１位）19年度分
平成21年（2009年） 同３年連続（全国第１位）20年度分
平成22年（2010年） 同４年連続（全国第１位）21年度分
平成23年（2011年） 同５年連続（全国第１位）22年度分
平成24年（2012年） 同６年連続（全国第１位）23年度分
平成25年（2013年） 同７年連続（全国第１位）24年度分
出所：大崎町ホームページ
図８　大崎町の一般廃棄物の埋立処分量の推移
出所：全国町村会ホームページ「誇りあるまちづくり～スーパーエコタウンへの挑戦～」
（http://www.zck.or.jp/forum/forum/2667/2667.htm）
（2）菜の花エコプロジェクトの展開
大崎町は，下水道及び合併浄化槽の普及率が低く，家庭から排出される天ぷら油等が河川水質汚濁の一
因となっていた。 そこで，各家庭に専用容器の配布を行い，平成12年４月から，「そおリサイクルセン
ター」に廃食油の回収委託を行うことになった。
しかし，この取り組みを始めた当初は，この回収量が予想を大きく下回り，関係者の間でも頭を悩ませ
た。そこで，対応策を検討した結果，たどり着いたのが菜の花の栽培であった。衛生自治会と町は，菜の
花から採取した油を製品化し，家庭の食卓や特産品として使用してもらうことで回収量を確保しようと考
えた。まず，衛生自治会員の畑・約７ha に菜の花が試験的に植えられた。
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現在ではこれらの循環が機能し，各家庭から排出された生ごみから完熟肥料が製造され，この肥料を
使った菜の花が食用油になり，その後エコ石けんや軽油代替燃料として再生されるようになった。こうし
て，平成13年度から資源循環型のまちづくりを目指す「菜の花エコプロジェクト」が始まった。（図９）
町とそおリサイクルセンターが連携して，家庭から排出される廃食油を，エコせっけん「そおプ」と軽
油代替燃料（BDF）に再生利用している。この軽油代替燃料はごみ収集車の燃料として使用され，資源
ごみを回収している。
また，町内の事業所と家庭から排出される生ごみと草木剪定枝は，生ごみ完熟堆肥「おかえり環ちゃん」
として再生利用している。さらに，大崎産菜種油「ヤッタネ！菜ッタネ！」などが製品化されている。
図９　菜の花エコプロジェクトの流れ
出所：大崎町ホームページ
http://www.town.kagoshima-osaki.lg.jp/osaki02/osaki08.htm
（3）ターニングポイントとなった行財政改革
東町長によれば，こうした背景や取り組みの成果が大きなベースとなり，廃棄物処理対策から総合的な
地球温暖化対策として脱却するターニングポイントとなったものは，意外にも「行財政改革」にあるとい
う。大崎町の行財政改革の目的は，単に財政の効率化を求めるものではなく，様々な改革を通じて，住民
が誇りを持って暮らせるまち，他には見られない独自性と魅力を兼ね備えたまちを構築していくことで
あった。
平成16年，行財政改革を推進する「40歳未満の職員で構成する検討委員会」での提案がきっかけとなり，
経常経費の削減と地球環境対策という両面から，全職員による庁舎内エコチャレンへの取り組みを決定し
た。これまで，何気なく使用していた室内の照明や電気ポット，OA 機器，空調機器などの使用について
大幅な見直しを図り，徹底してムダの削減について検討を始めた。
例えば，照明は徹底的に節電に努め，電気ポットは原則廃止し，職員はそれぞれ自前の水筒を持参する
ようになった。さらに，待機消費電力を削減するため，パソコンやプリンターなどは退庁時に主電源オフ
を必ず確認する，などのこまめな行動を取り入れるようになった。こうした姿勢が，町全体を挙げての地
球温暖化対策へとステップアップするきっかけとなった。
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（4）施策の集中，そして全面展開へ
一方，ごみの分別収集や「菜の花エコプロジェクト」は試行錯誤を重ねつつも順調に推移してきたが，
これらの取り組みが全国的に誇れるものであるにも拘らず，果たして個々の住民の間に，トップクラスの
取り組みを実践しているという意識や誇りといったものが十分に浸透しているのだろうか，という疑問が
東町長の頭に浮かんだ。というのは，28品目（当時）のごみの分別というのは，決して特別なものではな
く，あまりにもごく普通の生活の一部として定着していたからである。
そこで考えられたのが，平成19年度，環境省が初めて実施した『ストップ温暖化「一村一品」大作戦』
への応募だった。この応募によって，本町の取り組みが高い評価を得られれば，住民一人ひとりがその素
晴らしさに気付くのではないか，あるいは誇りの醸成につながるのではないかということである。
そして，積み上げてきた成果と関係機関との連携などを融合させ，新たなコンセプトのもとに全面的に
打ち出したものが「知恵の環（わ）ひとの環（わ）資源の環（わ）ストップ温暖化プロジェクト」である。
言い換えると，このプロジェクトはこれまでの10年という歳月の結晶でもある7。（図10）
図10　知恵の環　ひとの環　資源の環　ストップ温暖化プロジェクト
出所：全国町村会ホームページ「誇りあるまちづくり～スーパーエコタウンへの挑戦～」
（http://www.zck.or.jp/forum/forum/2667/2667.htm）
おわりに
志布志市と大崎町のごみの分別収集・リサイクルの取り組みを見てきたが，その特徴と意義について述
べて，まとめにかえることにしたい。
まず第一に挙げるべきは，焼却施設がないことである。この点は，日本のほとんどの市町村が焼却中心
のごみ処理を続けている中で貴重である。燃やせるごみで出していい，ということになると，分別があい
まいなままで，ごみを出してしまう傾向になる。ごみを焼却しないで出す場合には，埋め立て処分場を延
命化し，長く使い続けるためにも，分別を徹底し，資源物として出すことを促進するしかない。
志布志市は，埋立処分場を再資源化のためのストックヤード的な施設，すなわち今後再利用するために
一時的に保管する施設として利用することを考えている。現在，一般ごみのうちの主要なごみとなってい
7  参考文献・ウェブサイト7，9参照
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るものとして，紙おむつがある。志布志市は，これを RPF にすることを考えており，それが実現すれば，
現在捨てられている紙おむつもここから引き上げられて，再資源化されることになる。そうなると，リサ
イクル率が上がるばかりでなく，埋立ごみはさらに減り，埋立処分場はほぼ永久的に使われ続けることも
できる。今後の展開に期待したい。
第二に，必ず指定袋には登録者名を書くことを義務付けられ，ごみ関連の責任者「環境衛生協力員」の
指導のもと各自，自分のごみに責任を持つよう促されるとともに，みんなで協力し合って資源ごみを「共
同分別収集」していることである。熊本県水俣市ではじまったので，この方式は「水俣方式」と呼ばれて
いるが，この方式によれば，分別の間違いを最少化するとともに，ごみの分別徹底の意識を市民により強
く醸成することができる。都会的な生活を前提にすると，この方式を実行することは非常にむずかしいが，
逆にこうした方式を取り入れることによって，希薄化が進む市民の間でのコミュニケーションを活発にす
る一つの手段とすることもできる。
第三に，生ごみの堆肥化をすることにより，大幅にごみを減量するとともに，志布志市の「サンサンひ
まわりプラン」や大崎町の「菜の花エコプロジェクト」における廃油の回収と再資源化などにより，地域
内循環が促進され，再生可能エネルギーの普及にも役立っている。
志布志市，大崎町における取り組みは，「混ぜればごみ，分ければ資源」を合言葉に進められてきた。
ごみを混ぜたまま捨ててしまわずに分別して回収を行い，もう一度使えるものや資源として使えるものを
増加させる試みを世界中に普及させていくことで，ごみを減らし，資源を増やす循環型社会ができる。
第四に，市民の意識を高め，具体的な行動を促すとともに，環境学習の場となるシステムとなりつつあ
ることである。リフューズ（断る），リデュース（減らす），リユース（くり返し使う），リサイクル（再
資源化する）の「ごみの４Ｒ」が強調され，ごみを分別するだけでなく，ごみを減らす意識と行動が推進
される。さらに，資源循環型社会の構築の基盤となるリサイクル施設・エコステーション等の施設を計画
的に整備し，環境学習の場として活用することで，その意義を高めることも考えられている。すでに実施
されている小・中学校の学校給食の牛乳パックの再資源化を含め，環境学習の実施や情報の提供に努める
ことも表明されている。
志布志市でも大崎町でも，衛生自治会が組織され，「自分たちの地域は自分たちで守る」という姿勢を
市民が持ち，これをベースに各ごみステーションの管理が行われているが，この組織も市民が自覚を持つ
とともに，協力・交流しあえる組織として，貴重なものといえる。
最後に，志布志市・大崎町とも，環境というテーマを通じて，まちが自信と誇りを持つようになりつつ
ある。また，志布志市で進められているフィジーなどへの国際協力は，真の意味での日本の国際貢献の一
つのモデルとなりうるものである。志布志市，大崎町とも，現状に満足しないで，さらに前進し，今後も
進化していこうとする姿勢を維持し，努力を重ね，さらに進化した「スーパーエコシティ」，「スーパーエ
コタウン」に挑戦していくことを期待している。
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